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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第８期
第１四半期
累計(会計)期間

第９期
第１四半期
累計(会計)期間

第８期

会計期間
自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日

自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日

自 平成21年４月１日
至 平成22年３月31日

営業収入（千円） 1,294,494 1,321,638 5,246,713

経常利益（千円） 134,968 155,788 553,136

四半期（当期）純利益（千円） 67,555 77,847 24,054

持分法を適用した場合の投資利益（千円） ― ― ―

資本金（千円） 304,375 304,375 304,375

発行済株式総数（株） 113,300 113,300 113,300

純資産額（千円） 1,305,176 1,200,192 1,238,133

総資産額（千円） 2,872,565 3,327,010 3,490,163

１株当たり純資産額（円） 11,768.42 10,917.39 11,245.33

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 608.47 707.32 216.97

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利

益金額（円）
― ― ―

１株当たり配当額（円） ― ― 1,000

自己資本比率（％） 45.4 36.1 35.5

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） △38,636 145,837 99,233

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） △98,572 △55,263 △220,886

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） 203,641 △405,491 687,244

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（千円）
300,773 485,014 799,931

従業員数（人） 518 495 482

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

　　　　２. 営業収入には、消費税等は含まれておりません。

        ３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

　　　　４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

　　　　　　ません。
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２【事業の内容】

  当第１四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

  該当事項はありません。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

　従業員数（人） 495(515)

  （注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマー）は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）

　　　　外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　  当社は、在宅介護事業のうち通所介護事業を行っており、該当事項はありません。

(2）受注状況

　  当社は、在宅介護事業のうち通所介護事業を行っており、該当事項はありません。

(3）販売実績

　  当第１四半期会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

前年同四半期比(％)

通所介護事業（千円） 1,318,826 2.3

フランチャイズ事業（千円） 2,811 △42.4

合計（千円） 1,321,638 2.1

　  （注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

  ２．当社は、主に一般顧客を対象とした通所介護事業を行っておりますので、特定の販売先はありません。

  　

２【事業等のリスク】

　     当第１四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

　　 た事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

 

３【経営上の重要な契約等】

    　 当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　    文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

    (1）業績の状況

        当第１四半期（３か月）におけるわが国経済は、生産・輸出の緩やかな増勢、企業収益の改善など景気持ち直し

　　  の傾向が持続いたしましたものの、雇用情勢の厳しさ、欧州及びアメリカを中心とする海外景気の下振れ懸念に加

　　  え、金融資本市場の変動やデフレの影響など、景気の下押しリスクを抱える状況のもとに推移いたしました。一

      方、介護業界におきましては、高齢社会の進行に伴う介護ニーズの増大を背景として、介護市場の着実な成長の基

      調が持続いたしました。　

　　　  このような状況のもと、当社は介護保険法の基本精神に立脚して、介護を要する高齢者の「尊厳の保持」と「自

      立支援」を重視しつつ、真に心の通う介護サービスの提供により、ご利用者及びご家族のご満足とご安心をさらに

      増進することを通じて、介護サービスの商品としての品質向上を図ることに注力いたしました。また、前年度の東

      京都による行政処分の影響を払拭すべく、さらなる営業力の強化と生産性の向上に努めました。

　　　  この間、平成22年５月に東京都豊島区にデイサービスセンター（以下「ＤＳ」といいます）なごやか池袋を、６

      月に東京都世田谷区にＤＳなごやか三軒茶屋をそれぞれ開設いたしました。このように、当第１四半期中に２施設

      を開設いたしました結果、当第１四半期末において80箇所の直営ＤＳを展開しております。

　　　  フランチャイズ事業においては、当第１四半期末において３箇所のフランチャイズによるＤＳを展開しておりま　

　　  す。

　　　  以上の結果、当第１四半期会計期間における営業収入は1,321,638千円（前年同期比2.1％増）、営業利益

      137,073千円（前年同期比0.9％減）、経常利益155,788千円（前年同期比15.4％増）、四半期純利益は77,847千円

     （前年同期比15.2％増）となりました。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   当第１四半期会計期間のセグメントの業績は次のとおりであります。

 　　 （通所介護事業）

　　　　通所介護事業において、５月に東京都豊島区に「ＤＳなごやか池袋」の開設をはじめ２施設を開設し、既存施設

　　　と合わせて直営ＤＳを80箇所（平成22年６月30日現在）展開しております。当第１四半期会計期間におきまして

　　　は、これらの施設におけるご利用者数の増加に伴い営業収入が増加いたしました。　

　　　　以上の結果、当事業の営業収入は1,318,826千円（前年同期比2.3％増）となりました。　　

　        

 　　 （フランチャイズ事業）

　　　　フランチャイズ事業においては、平成22年６月30日現在において３箇所のフランチャイズによるＤＳを展開して

　　　おります。当第１四半期会計期間におきましては、既存のフランチャイズ施設の業績は順調に推移したものの、前 

　　　第１四半期に比しフランチャイズ施設が減少しているため、前年同期比では営業収入は減少いたしました。

 　　　 以上の結果、当事業の営業収入は2,811千円（前年同期比42.4％減）となりました。   　

　

    (2）キャッシュ・フローの状況

　      当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、485,014千円となりまし

      た。各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

　

      （営業活動によるキャッシュ・フロー）

     営業活動の結果獲得した資金は、145,837千円（前年同期は38,636千円の使用）となりました。 

     これは主に、その他の流動資産の増加23,484千円（前年同期比29,908千円減）、売上債権の増加16,117千円

   （前年同期比479千円減）、介護報酬の返還による支払額58,178千円等により資金が減少しましたが、税引前四

   半期純利益が136,050千円（前年同期比16,041千円増）の計上となり、その他の流動負債の増加39,126千円（前

   年同期比38,252千円減）、現金の支出を伴わない費用である減価償却費の計上29,168千円（前年同期比2,565千

   円増）、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額の計上19,494千円等による資金の増加要因があった結果に

   よるものであります。
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 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

     投資活動の結果使用した資金は、55,263千円（前年同期比43,308千円減）となりました。 

　   これは主に、通所介護事業のための新規施設の開設による有形固定資産の取得による支出35,949千円（前年

　 同期比58,538千円減）、敷金の差入による支出9,864千円（前年同期比9,669千円増）等の支出よるものであり

　 ます。

　

 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

     財務活動の結果使用した資金は、405,491千円（前年同期は203,641千円の獲得）となりました。 

　   これは主に、短期借入金の減少260,000千円（前年同期は374,999千円の増加）、長期借入金の返済による支

　 出25,912千円（前年同期比23,394千円減）、配当金の支払額110,102千円（前年同期比1,003千円減）等により

　 資金が減少した結果によるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　  当社は通所介護事業を行っており、該当事項はありません。

　 

(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社の財務状況は、当第１四半期会計期間末における純資産比率が36.1％、有利子負債比率が38.7％(純有利子負

債比率は28.2％）と健全な状態を確保しております。なお当社は、短期運転資金の機動的、効率的な調達を行うた

め、当第１四半期末において取引銀行７行と総額15億円の当座貸越契約を締結しております。

　　 

(6）当社の課題と今後の方針について

  経営目標の達成を阻害するリスクの発生及びその影響を最小化することを目標として、「内部統制委員会」「内

部統制室」を中心に「内部統制」の強化を推進し、「業務の適正を確保する体制」を整備・運用してまいります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画
 
　　  ①  当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設計画について完了したもの

        は、次のとおりであります。

平成22年６月30日現在

事業所名
(所在地)

セグメントの
名称

設備の内容

帳簿価額
従業員数
 (人)

完了年月　建物
(千円)

工具、器具
及び備品
(千円)

合計
(千円)

なごやか池袋

(東京都豊島区)
通所介護事業

デイサービス

センター
20,346 2,178 22,525

  4

(3)

平成22年

  ５月　

なごやか三軒茶屋

(東京都世田谷区)
通所介護事業

デイサービス

センター
18,134 1,745 19,880

 3

(4)

平成21年　

　６月　

合計 38,481 3,923 42,405
 7

(7)

　

　

　  （注）１．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

        　２．従業員数の（  ）は、臨時雇用者数を外書しております。

 

      ②  当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 400,000

計 400,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 113,300 113,300
大阪証券取引所

（ヘラクレス）
（注）

計 113,300 113,300 ― ―

　 （注） 完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

　　　　　当社は単元株制度を採用しておりません。 

 

（２）【新株予約権等の状況】

        　  該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

            該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日
― 113,300 ― 304,375 ― 254,375

（６）【大株主の状況】

　　　　    大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

          せん。
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（７）【議決権の状況】

　      当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

      することができないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

 平成22年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　3,198　 ―
権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式

完全議決権株式（その他）
普通株式　110,102　　　

　　
110,102           同上

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 113,300 ― ―

総株主の議決権 ― 110,102 ―

 

②【自己株式等】

 平成22年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社やまねメ

ディカル

東京都中央区日本

橋三丁目３番９号
3,198 ― 3,198 2.82

計 ― 3,198 ― 3,198 2.82

　（注） 当第１四半期会計期間末日現在の当社所有自己株式数は3,366株であります。　

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成22年４月 ５月 ６月

最高（円） 31,750 35,450 34,900

最低（円） 28,800 29,810 31,500

  （注） 最高・最低株価は、大阪証券取引所ヘラクレスにおけるものであります。

３【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　　　 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

     63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第１四半期会計期間（平成

22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び前第１四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第１四半期会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成

22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期

レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 485,014 799,931

営業未収入金 888,547 872,429

未収還付法人税等 54,265 54,265

その他 296,553 285,000

貸倒引当金 △6,932 △7,046

流動資産合計 1,717,448 2,004,580

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 1,034,290 920,402

その他（純額） 116,286 129,985

有形固定資産合計 ※1
 1,150,577

※1
 1,050,388

無形固定資産 8,755 6,133

投資その他の資産

敷金及び保証金 386,694 376,970

その他 63,535 52,091

投資その他の資産合計 450,229 429,061

固定資産合計 1,609,562 1,485,583

資産合計 3,327,010 3,490,163

負債の部

流動負債

短期借入金 440,000 700,000

1年内償還予定の社債 117,400 117,400

1年内返済予定の長期借入金 58,734 72,319

未払金 525,725 567,785

未払法人税等 55,892 4,637

賞与引当金 67,309 51,911

その他 87,087 57,165

流動負債合計 1,352,148 1,571,219

固定負債

社債 572,600 572,600

長期借入金 37,091 49,418

資産除去債務 109,393 －

その他 55,585 58,793

固定負債合計 774,669 680,811

負債合計 2,126,818 2,252,030

純資産の部

株主資本

資本金 304,375 304,375

資本剰余金 254,375 254,375

利益剰余金 752,006 784,260

自己株式 △110,563 △104,877

株主資本合計 1,200,192 1,238,133

純資産合計 1,200,192 1,238,133

負債純資産合計 3,327,010 3,490,163
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（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業収入 1,294,494 1,321,638

営業原価 1,023,976 1,047,040

営業総利益 270,517 274,597

販売費及び一般管理費 ※1
 132,195

※1
 137,524

営業利益 138,321 137,073

営業外収益

受取利息 － 1

受取手数料 292 116

処遇改善交付金 － 24,404

雑収入 94 246

営業外収益合計 387 24,769

営業外費用

支払利息 3,638 4,622

雑損失 101 1,432

営業外費用合計 3,740 6,054

経常利益 134,968 155,788

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 114

特別利益合計 － 114

特別損失

固定資産除却損 135 274

損害賠償金 100 82

減損損失 14,723 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 19,494

特別損失合計 14,959 19,851

税引前四半期純利益 120,009 136,050

法人税、住民税及び事業税 60,500 55,500

法人税等調整額 △8,046 2,703

法人税等合計 52,453 58,203

四半期純利益 67,555 77,847
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 120,009 136,050

減価償却費 26,603 29,168

長期前払費用償却額 3,692 3,847

減損損失 14,723 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 474 △114

賞与引当金の増減額（△は減少） 35,938 15,397

受取利息 － △1

支払利息 3,638 4,622

支払保証料 － 949

有形固定資産除却損 135 274

損害賠償損失 100 82

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 19,494

売上債権の増減額（△は増加） △16,596 △16,117

仕入債務の増減額（△は減少） △20,812 －

その他の流動資産の増減額（△は増加） △53,393 △23,484

その他の流動負債の増減額（△は減少） 77,378 39,126

その他の固定負債の増減額（△は減少） △158 1,259

小計 191,732 210,556

利息の受取額 － 1

利息の支払額 △4,982 △2,809

返還金の支払額 － △58,178

損害賠償金の支払額 △100 △82

法人税等の支払額 △225,286 △3,650

営業活動によるキャッシュ・フロー △38,636 145,837

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △94,487 △35,949

無形固定資産の取得による支出 △3,900 △2,180

敷金の差入による支出 △194 △9,864

敷金の回収による収入 109 140

長期前払費用の取得による支出 △100 △7,410

投資活動によるキャッシュ・フロー △98,572 △55,263

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 374,999 △260,000

長期借入金の返済による支出 △49,306 △25,912

リース債務の返済による支出 △2,824 △3,791

自己株式の取得による支出 △8,122 △5,686

配当金の支払額 △111,105 △110,102

財務活動によるキャッシュ・フロー 203,641 △405,491

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 66,432 △314,917

現金及び現金同等物の期首残高 234,340 799,931

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 300,773

※1
 485,014
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　会計処理基準に関する

　事項の変更

  （資産除去債務に関する会計基準の適用）

　当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　これにより、営業利益、経常利益がそれぞれ1,304千円減少し税引前四半期純利益は、

20,799千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の

変動額は106,644千円であります。

　 

 

【簡便な会計処理】

　　　該当事項はありません。

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

　    

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成22年６月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、391,961千円であ

ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、364,426千円であ

ります。

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

減価償却費 1,565千円
賞与引当金繰入額 3,293 
貸倒引当金繰入額 474 
給与 40,812 
租税公課 35,982 

減価償却費 1,242千円
賞与引当金繰入額 2,025 
給与 46,895 
租税公課 28,818 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

 照表に掲記されている科目の金額との関係

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

 照表に掲記されている科目の金額との関係

                             （平成21年６月30日現在）

  現金及び預金勘定    300,773千円

  現金及び現金同等物    300,773 

 

                             （平成22年６月30日現在）

  現金及び預金勘定    485,014千円

  現金及び現金同等物    485,014 
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（株主資本等関係）

        当第１四半期会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６

　　　　月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 113,300株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 3,366株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月18日

定時株主総会
普通株式 110,1021,000 平成22年３月31日 平成22年６月21日利益剰余金

 

          (2) 基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間末後と

　　　　　　　なるもの

　　該当事項はありません。

 

（金融商品関係）

        当第１四半期会計期間末（平成22年６月30日）

        著しい変動がないため、記載しておりません。　

　

（有価証券関係）

　　当第１四半期会計期間末（平成22年６月30日）　

　　該当事項はありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　　　　当第１四半期会計期間末（平成22年６月30日）

　　　　当社はデリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

　

（持分法損益等）

　　　　前第１四半期累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）　

　　　　該当事項はありません。

　

　　　　当第１四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）　

　　　　該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

　　　　当第１四半期会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

　　　　該当事項はありません。

（資産除去債務関係）

　　　当第１四半期会計期間末（平成22年６月30日）

　　　著しい変動がないため記載事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　　　　　当社の報告セグメントは、「通所介護事業」及び「フランチャイズ事業」の２つを報告セグメントとしてお

　　　　　ります。

　　　　　　なお、「フランチャイズ事業」の相対的割合が非常に低く、セグメント情報の重要性が乏しいため、セグメ

　　　　　ント情報の記載を省略しております。　

　

　　　　（追加情報）

　　　　　　当第1四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

　　　　　年３月27日及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平

　　　　　成20年３月21日）を適用しております。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成22年６月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

　１株当たり純資産額 10,917.39円 　１株当たり純資産額 11,245.33円

　 （注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期会計期間末
（平成22年６月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

  純資産の部の合計額（千円） 1,200,192 1,238,133
 純資産の部の合計額から控除する金額（千円） ― ―
 普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額 
 （千円）

1,200,192 1,238,133

 １株当たり純資産額の算定に用いられた四半期
 末（期末）の普通株式の数（株）

109,934 110,102

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 608.47円 　１株当たり四半期純利益金額 707.32円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　 （注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益（千円） 67,555 77,847

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

普通株式に係る四半期純利益（千円） 67,555 77,847

期中平均株式数（株） 111,026 110,060

 

（重要な後発事象）

当第１四半期会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

　当社は平成22年７月30日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第

156条第１項の規定に基づき、自己株式を取得すること及びその具体的な取得方法について決議し、自己株式の取得を

以下のとおり実施いたしました。

(1) 自己株式取得に関する取締役会の決議内容

①　取得する株式の種類

当社普通株式

②　取得する株式の総数

1,000株（上限）

③　取得する期間

平成22年８月２日から平成22年９月17日まで

④　取得価額の総額

35,000千円（上限）

⑤　取得の方法

　大阪証券取引所の立会時間内における普通取引による取得

(2) その他

　　　平成22年８月５日現在、当社普通株式28株（取得価額941千円）を取得いたしました。　

EDINET提出書類

株式会社やまねメディカル(E05596)

四半期報告書

17/21



　

 

（リース取引関係）

　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のリース取引につい

　　　ては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっておりますが、当四半期会計期間におけるリース取引

　　　残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

 

２【その他】

   該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　　　　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月10日

株式会社やまねメディカル

取 締 役 会　 御 中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中川　一之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥見　正浩　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社やまねメ

ディカルの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第８期事業年度の第１四半期会計期間（平成21年４月１日から

平成21年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成21年４月１から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社やまねメディカルの平成21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月９日

株式会社やまねメディカル

取 締 役 会　 御 中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中川　一之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 奥見　正浩　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社やまねメ

ディカルの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第９期事業年度の第１四半期会計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成22年４月１から平成22年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社やまねメディカルの平成22年６月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成22年７月30日開催の取締役会において、自己株式を取得することを

決議し、自己株式を取得している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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